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研究成果の概要（和文）： まずローマ帝政期にイタリアのヴェスヴィオ火山北麓にあった別荘

の遺跡を発掘する作業を踏まえて、その周辺のカンパニア地方の遺跡の分布状況と比較しなが

ら、その当時生きた人々の心性を解明し再構成しようとした。それとともに、古代人の精神生

活が後世の伝承にいかなる影響を及ぼしたかを探究した。とくに、理論的見通しから、５段階

の実態分析（表象文化・言語文化・家族関係・社会構造・人口動態）を相互にフィードバッグ

する形で、日常生活における「人間の感性と感情」を「心性の考古学」として究明した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Abstract: Our researches shed new light on the following three fields: (i) the cultural 

mindsets of people in the Roman Empire under the Principate, with special reference to a 

villa excavated to the north of Mt Vesuvio, the project of whose reconstruction in the 

archaeological context of Campania and other villas has amplified our researches; (ii) the 

influence of those mindsets upon the later tradition; and (iii) an archaeology of sensibility 

and emotion in the civilisiation(s) theoretically approached through the close-knit analyses 

of representation, language, family ties, social structures and population dynamics. 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2004 年度 10,200,000 0 10,200,000 

2005 年度 15,000,000 0 15,000,000 

2006 年度 16,700,000 0 16,700,000 

2007 年度 16,800,000 0 16,800,000 

2008 年度 15,800,000 0 15,800,000 

2009 年度 11,900,000 0 11,900,000 

総 計 86,400,000 0 86,400,000 

 

 

研究分野：人文社会系 

科研費の分科・細目：史学・西洋史 

キーワード：①古代ローマ ②カンパニア ③社会史 ④心性 ⑤表象文化 ⑥言語文化 

⑦日常生活  ⑧宗教 

 

１．研究開始当初の背景 

火山活動の一つである火山噴火はその周辺地
域に様々な被害をもたらす。噴火によって周
辺地域の地形が大きく変化する一方、火山噴
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火によって形成される堆積層は、それまでの
表土を被膜すると同時に地表面上に建立され
ていた構築物等を包含することがある。本領
域研究が研究対象地として選択したイタリア
の埋没遺構及びその周辺は度重なる火山噴火
の堆積物によって幾層もの層序をなしており、
これらの噴火堆積物によって研究対象である
ローマ帝政時代の文化と自然がほぼ正確に保
存されているというきわめて恵まれた前提条
件を備えている。 

したがって、外形的な再現作業とともに、
そこに生きていた人々の意識や行動の基層を
なす感性と感情にまで迫って解明することは、
豊穣の文化がもたらす恩恵と限界を見極める
ためにも有効な手掛かりとなる。とくに、豊
富な史料群に恵まれたカンパニア地方は｢感
性と感情の考古学｣の方法を掘り起こす宝庫
の可能性を秘めていると考えた。 

 

２．研究の目的 

イタリア南部のカンパニア地方は古代・中
世を通じて多様で豊かな史料を蔵しており、
過去の世界を再現できる稀有な例である。そ
こでは、家屋や町並みのような外形の復元の
みならず、生きていた人々の意識や行動まで
掘り下げることすらできる。とりわけ、意識
や行動の基層をなす感性と感情にまで迫って
解明することがのぞまれる。われわれはこれ
を「感性と感情の考古学」と名付け、その分
析と解明を研究目的の最終地点と考えている。
その手続きとして、古代の生活空間をいかに
して感得するかが焦点となる。それは基底を
なすものから順に、表象文化、言語文化、家
族関係、社会構造、人口動態として理解され
るものの複合体をなしている。それらを通じ
て古代地中海世界の頂点にあって平和と繁栄
を享受してカンパニア地方の都市とヴィッラ
集落に生きた人々の感性と感情を再現するこ
とができる。この作業のためには、中世から
現代にいたる人々の気質のなかに古代の痕跡
をたどることも必要であり、伝承や習俗の分
析を通じてより精緻な古代世界の復元を目論
むものである。それは現代歴史学の大きな課
題であり、そのためにカンパニア地方は得が
たい素材を提供する格好の作業現場となるだ
ろう。 

 

３．研究の方法 

 歴史における人間の感性と感情を分析する
研究は狭義には認知考古学の分野に属するが、
それらの理論的考察を参考にしながら、本領
域研究は以下の５段階を踏みながら分析を進
め、古代地中海世界の頂点にあって平和と繁
栄を享受したカンパニア地方の都市とヴィッ
ラ集落に生きた人々の感性と感情を再現して
いく。 
 

(1)表象文化的分析 
 ヴェスヴィオ山北麓の別荘遺跡の発掘復元
作業と並行して、カンパニア地方の古代遺跡、
とりわけポンペイとその周辺地域の遺跡をそ
こに生きた人々の五感に入力される諸要素の
集合体として解明する。都市およびヴィッラ
集落を中心に自然環境および生活環境の復元
データを収集・利用し、それらを同時代人の
文献史料に残る言説と対応させることが主た
る作業となる。それとともに、それらの言説
の語句と後世の人々との実感の差異を明確に
しなければならない。たとえば purpura(紫)
という色彩がどのように受けとめられていた
かは、時代や地域によって異なっており、古
代人の色彩感覚そのものが解明の対象となる。 
 
(2)言語文化的分析 

表象分析を通じて無意識下にひそむ感性の
基層が開示されることを踏まえて、それらを
意識化するものとしての言語表現を分析しな
ければならない。それによって、古代人の関
心の在り方を探り、そこから彼らの感情の生
態が鮮明な姿で描き出される。具体的には、
この地域に豊富に残る碑文や落書きをその書
かれた場所や状況までも考慮しながら、古代
人の感情表出として分析する。たとえば、さ
まざまな形容詞の使用法の頻度を整理するこ
とによって、ローマ帝政期地方都市における
民衆の感情の分布図を描くことができる。ま
た、文法や綴りの誤りを正確さの欠落として
認識するにとどまらず、なぜ錯誤が生じたか
を書き手の感情表出の問題として解明するこ
とができる。幸いにもこれらの史料を収める
『ラテン碑文集成』は現在大規模な再編課程
にあり、それらの編纂事業（とりわけＣＩＬ
の第 4 巻と第 10 巻）と連携しながら、重要な
ものは史料の残る現場に踏み込んで作業する
ことになる。 

 
(3)家族関係の分析 
 上記の(1)と(2)の研究において感性と感情
の姿をおおまかに把握した上で、現実に生活
する人間の相互関係を検討することが求めら
れる。人はなによりも家族を基本とする共同
体として生活するのであるから、家族関係あ
るいは家族構造を解明すべきであろう。実態
としては、大邸宅に住む富裕階層の家族、小
規模ながら自宅を所有する中流階層の家族、
小さな借家に住む下層民の家族という３つの
モデルを設け、それぞれの家族構成の典型を
抽出することになる。たとえばポンペイの「パ
ンサの家」とその周縁の共同住宅など多くの
事例から、部屋の規模や構造および落書きや
墓碑などの分析を通じて、五感と意識を持つ
人間の姿は、彼らが生育し人格形成の基調と
なった家族空間における人間関係を掌握する
ことにした。それによって、より時代性・地



 

 

域性をおびた形で理解されることになる。 
 
（4）社会構造の分析 
 上記の 3 モデルで捉えた家族関係に生きる
人々が、カンパニア地方の住民として、いか
なる社会構造に組み込まれていたかを踏まえ
て、そこに生活する住民の文化環境の復元を
考察する。ある種の職業に従事する人々の読
み書きの能力はそれぞれ特徴があり、その識
字率は情報受容・伝達能力に深く関わりを持
っている。それらは人々の精神生活を考察す
る上で重要な指標であり、言語的分析と相互
作用して、社会構造から考えられる多様な文
化環境を解明することになる。 
 
（5）人口動態の分析 
 家族関係と社会構造によって形をなす住民
層は一地方都市全体としては人口動態として
捉えられるが、さらに事例を集積することで
カンパニア都市全体の人口動態を把握するこ
とにつながる。人口動態は年齢構成や世代交
代などの観点から、その地域や時代の特徴を
映し出し、そこに生活する住民の文化環境の
枠組みとして人生観や世界観の形成に影響を
及ぼすものと推察できる。ここで「感性と感
情の考古学」の一つの到達点に至る。 
 したがって、都市とヴィッラ集落の人口動
態をこれらの規模から類推しつつ、カンパニ
ア地方全体の動向として見取り図を描く必要
性がある。それによって、個々の都市やヴィ
ッラ集落をそれぞれ位置付ける手掛かりを得
られる。特定領域研究グループ全体の中で本
研究チームの成果としてのローマ帝政時代の
人間および人間集団の精神的空間の全体像の
復元へ到達する。 
  
 これらの 5 段階の研究を基本的に順序を追
って進めるが、それぞれの分析要素によって
は相互的に関連付けながら常に検証していく
ことも重要となる。 
 
４．研究成果 

火山噴火に埋まったヴェスヴィオ山周辺地
域には通常なら困難な古代世界を再現する可
能のある遺跡が散在している。そこに注目し
ながら、カンパニア地方の都市とヴィッラ集
落における日常生活を背景として、古代人の
心性（感性・感情・意識）を掘り起こし、「感
性と感情の考古学」を開発することを本計画
研究の最終目的としている。 

 これらの心性の土台には、表象文化、言語
文化、家族関係、社会構造、人口動態が重層
をなしており、それらに深く影響されながら
時代と地域のなかに生きる人間の心性が形成
されるのである。 

本研究では、17 年度以降計画的に毎年イタ
リアを中心とする地中海周辺地域の現地調査

をした。カンパニア地方の遺跡として、ポン
ペイ、エルコラーノなどの都市に限らずボス
コレアーレのようなヴィッラ集落など十数箇
所に調査班を派遣し、碑銘・遺物・遺跡など
できるだけ生の形で映像化し、画面上で解析
する作業をした。公共の神殿はもちろん、大
規模住宅の礼拝所のみならず中小規模の住宅
における祭礼儀式をしのばせる施設など様々
な遺跡を生活空間として考察する視点から、
映像の解析作業を進めた。 

多種多様な住宅のタイプのなかで光と色彩
および音響などの表象因子がどのような作用
を及ぼしているか、また時間帯や方位を考慮
すれば、明るく色彩豊かな空間が古代人の心
性にいかなる影響を及ぼしているかを推察す
ることができる。しかし、古代人の生活のな
かには宗教という要因が大きい存在であり、
それは古代に生きる人々の心性の背景となる
ことを再認識した。神話に由来する壁画やモ
ザイク画、さらには碑文にも、神々の祭礼が
公共施設のみならず日常生活の隅々に入り込
んでおり、古代人の感性と分かちがたく結び
ついている様を理解することができる。 

 以上のような解析作業のデータ・ベース化
に伴い、年数回の研究会の開催と、国際シン
ポジウムへ参加し、図像学・考古学・言語学・
古典学・気候学・植生学・動物学などの研究
者から専門知識を提供してもらいながら、解
析作業に従事した。そこには膨大な情報と知
見が見出され、これらのデータを整理し検討
すれば、諸要因相互の因果関係を究明し、「感
性と感情の考古学」という社会史の枢軸をな
す知の地平を切り開くことにつながる。 

 具体的にいえば、資料は文字資料と映像資
料に分けられる。文字資料としては碑文・落
書があり、それらの資料の収集・整理が必要
である。本研究では『ラテン碑文集成』(CIL) 

以外の公刊書に散在する諸碑文・落書を統一
した方法で検索するデータ・ベースの作成に
着手した。古代人の心象風景を感知し再現す
るための儀礼慣習の有様を言語資料の上で確
認する必要性が痛感された。そのために、『ラ
テン碑文集成』(CIL)第 4 巻の索引を全面的
に加筆・修正する作業を立ち上げた。この整
理作業を通じて、より大きな歴史的文脈のな
かで古代人の心性を比較検討することができ
るのである。この成果は国際的にも大きな意
義を持つことが期待される。映像資料も現地
に残るモザイク画、彫像、レリーフ、碑文飾
りなどその記録は不可欠である。それらから
読みとられる生活習俗は古代人の目に映る風
景の背後に厳然と刻まれており、彼らの心象
風景を感知し再現するために儀礼慣習の有様
を言語資料と付き合わせながら確認すること
が不可欠になる。 

 イタリア南部のカンパニア地方には古代の
社会と文化に関する多様にして豊富な史料が



 

 

存在し、困難をきわめる古代世界を再現でき
る稀な例である。建物の修復や碑銘の復元な
どの外形の発掘再現の作業のみではなく、本
研究は古代地中海世界の頂点にあって平和と
繁栄を享受した地域の人々の意識や行動の底
にある感性と感情にまで迫って分析し解明す
ることに力を注いだ。さらに古代社会のみな
らず、中世から近代に至る過程での変貌にも
注目しつつ、この地域に残された民話や伝承
を手掛かりに現在のカンパニア地方に生きる
人々の気質のなかに古代の痕跡をたどること
にも注目した。それは研究成果をより具体的
に獲得することに繋がった。今回の 5 段階（表
象文化・言語文化・家族関係・社会構造・人
口動態）の複合体をめぐる分析方法は並列的
な分析にとどまらず、生成過程に焦点を当て、
重層的に捉える見通しを得たことが大きな成
果であった。 

 このような社会史研究は具体的な素材を
「感性と感情の考古学」の方法によってあり
のままの形で再現するとともに、通時的な変
化の相貌を明らかにしつつ、現代の習俗のな
かにそれを読み解くことに繋がっていく。 

最後となるが、今回の特定領域研究におい
て、研究代表者ならびに研究分担者（4 名）
の研究論文とイタリアおよび地中海周辺地域
現地調査に参加し専門的知識を持ってこの研
究に協力、そして国際シンポジウム等でその
研究を発表し成果をあげてきた協力者の発表
内容の要旨およびその史料を研究期間の前半
（平成 16 年度～18 年度）と後半（平成 19

年度～21 年度）に分け、中間報告書と研究成
果報告書として冊子体にて纏め上げることが
できた。古代人の内面世界である精神を掘り
起こし、「心性の考古学」を確立していくこと
は今後、現代のイタリア文化と社会へどのよ
うな影響をもたらし、精神の伝承が成された
かを理解する糸口となるであろう。また彼ら
の心性に根付く人生観、世界観を熟慮し、相
互理解を深める上で大いに役立つことが期待
される。 
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